
　

１　施策の概要

（１）

２　評価の指標（施策に係る成果指標）

３　施策の点検（施策を進めるうえでの課題）

活力あふれにぎわいのあるまちづくり

第

部名 都市魅力部

細節 勤労者福祉の充実

施　策　評　価　調　書

施策名 勤労者福祉の充実

（２）
総合計画
の体系

第 07 章

２９年度予算額

事業費（Ａ） 19,732 20,497 24,317

02 節 就労を支援する環境づくり

第 20

0.80 人 0.80 人 0.80

（３）
事業費
など

(単位：千円)

項目＼年度（平成） ２７年度決算額 ２８年度決算見込額

人

所要人件費（Ｂ） 4,974 4,912 6,920

総事業費（Ａ＋Ｂ） 24,706 25,409 31,237

従事職員数

財
源
内
訳

収
　
入

国庫支出金 0 0 0

府 支 出 金 0 0 0

そ の 他 18,572 17,238 23,073

市
負
担

地 方 債 0 0 0

そ の 他 4,170 6,240 6,114

一 般 財 源 1,964 1,931 2,050

指標項目 項目＼年度（平成） ２７年度実績 ２８年度実績 ２９年度計画

指標内容

勤労者福祉共済加入者数 目標値
2,231.00 2,263.00 2,270.00

（単位：人）

実績値
2,232.00 2,266.00

目標値の
積算方法

被共済者数（各年度当初人数） （単位：人）

達成度(%) 100.0 100.1

目標値
0.00 0.00 0.00

（単位：）

実績値
0.00 0.00

目標値の
積算方法

（単位：）

達成度(%) 0.0 0.0

指標内容

勤労者福祉施策の充実を図るうえで、勤労者福祉共済事業は、主要な事務事業となっている。ただし、民間事業者が提
供するサービスの中に同種のものが見られるようになってきた共済制度の今後のあり方について、引き続き検討を行う。
これらの事業については、当面、社会情勢の変化に応じて必要な内容を反映しつつ、事業を実施していく必要がある。



　

４　施策の評価

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

公
平
性

持
続
可
能
性

合
計

全
部

大 12 14 20 18 18 82

全
部

大 12 14 20 18 16 80

全
部

大 14 16 8 18 16 72

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

今後の
方向性
（実施
計画）

00247 継続

次年度
の
優先
順位

施策を構成する
事務事業名

室課名
事業
番号

市
単
独
事
業
区
分

施
策
へ
の
貢
献
度

各視点からの評価
（20　→　4）
 高　→　低

1 勤労者福祉共済給付事業
地域経済振
興室

00246 継続

2 勤労者福祉共済福利事業
地域経済振
興室

3 特定退職金共済補助事業
地域経済振
興室

00219 継続

4

5

6

7

8

9

10

11

12

優先順位をつけるに
あたっての考え方

吹田市商工会議所への特定退職金共済事業の補助事業に対し、加入事業所の従業員等に限定
して実施する福祉共済事業の給付及び福利事業の優先度が高いと考える。

13

14


